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株
式
会
社
ミ
ト
ク
ハ
ー
ネ
ス
は
昭
和
60

年
に
伯
耆
町
（
旧
岸
本
町
）
で
設
立
、
操

業
を
開
始
し
て
、
現
在
、
新
潟
県
村
上

市
、
中
国
の
青
島
に
工
業
を
持
ち
、
規
模

拡
大
に
伴
っ
て
平
成
15
年
12
月
か
ら
岸
本

工
場
、
会
見
工
場
を
統
合
し
、
南
部
町

（
旧
西
伯
町
）
の
誘
致
企
業
と
し
て
原
工

業
団
地
で
操
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
主
に
電
線
加
工
を
行
っ
て
お
り
、
主
力

商
品
で
あ
る
自
動
車
用
ハ
ー
ネ
ス
（
自
動

車
用
組
電
線
）
は
、
自
動
車
の
中
を
通
る

電
線
の
こ
と
で
、
人
間
で
い
う
と
血
管
や

神
経
に
あ
た
る
部
分
で
す
。�

　
南
部
工
場
で
は
自
動
車
用
ハ
ー
ネ
ス
、

建
機
用
ハ
ー
ネ
ス
の
製
作
と
、
青
島
の
工

場
か
ら
届
け
ら
れ
る
製
品
の
検
品
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
岡
山
県
新
見
市
に
あ
る
矢
崎
部
品
の
協

力
会
社
と
し
て
、
加
工
さ
れ
た
製
品
は
マ

ツ
ダ
、
三
菱
を
中
心
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
動
車
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動

車
に
入
っ
て
し
ま
う
と
わ
か
ら
な
い
部
分

の
商
品
で
す
が
、
南
部
町
で
作
ら
れ
た
部

品
が
私
た
ち
の
車
に
も
使
わ
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
従
業
員
は
40
代
〜
50
代
を
中
心
に
約
１

３
０
人
で
、
外
注
を
含
む
と
約
40
人
が
南

部
町
か
ら
通
勤
し
て
お
り
、
ま
た
、
16
人

の
中
国
人
研
修
生
が
南
部
町
で
働
い
て
い

ま
す
。
従
業
員
の
８
割
が
女
性
と
い
う
女

性
の
職
場
で
す
。
長
谷
川
社
長
は
「
地
域

雇
用
と
工
業
団
地
の
美
化
を
心
が
け
て
お

り
、
法
面
の
草
刈
作
業
、
全
従
業
員
に
よ

る
一
斉
清
掃
等
景
観
に
と
け
こ
め
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。�
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　毎年販売しております鳥取県民

手帳を今年も販売します。薄くて

使いやすい日記式手帳で、県勢が

一目でわかる各種統計資料と日常

生活に役立つ便覧を多数掲載�

販売価格　1冊 500円�

仕　　様　カバー/ビニール生地�

　　　　　サイズ/140×80mm�

カバー色　ブラック、ワインレッ

　　　　　ド、ブルーグレー�

販売開始日　平成18年10月23日（月）�

ご購入先　役場法勝寺庁舎�

　　　　　　企画政策課窓口�

　　　　　　　　　℡ 66－3113�

　　　　　役場天萬庁舎�

　　　　　　町民生活課窓口�

　　　　　　　　　℡ 64－3781
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　子どもから高齢者まで、全ての

方に楽しみながら健康保持と増進

への理解を深め、地域で活躍され

ている福祉・ボランティア活動を

知っていただくための催しとして

「南部町健康福祉・ボランティア

フェスティバル」を開催します。�

　当日はふれあいバスを無料で平

常運行しますので、みなさんご利

用ください。�

日時　10月29日（日）�

　　　午前９時～午後３時�

会場　健康管理センター すこやか�

　　　西伯病院�
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 お問い合わせ先�

　南部町健康福祉・ボランティア

　フェスティバル実行委員会事務

　局（健康福祉課内）�

　　℡ 66－5524
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　「21世紀の社会発展のために男

女の力をどう活かすか」～新しい

生き方の創造：ライフスタイルの

多様性と働き方～をテーマに開催

されます。�

日時　11月３日（祝）～４日（土）�

会場　米子コンベンションセンター�

内容　基調講演　渥美由喜さん�

　　　環日本海パネルディスカッション�

　　　ワークショップ�

　　　企画展示�

　　　バザーなど�

託児　無料、要予約（原則として1

　　　歳～就学前の幼児対象）�
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 お問い合わせ先�

　男女行動参画社会をめざす環日

　本海友好交流フォーラム実行委

　員会事務局�

　　℡ 0857－26－7077
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　一般家庭への用紙シュレッダー

の普及に伴い、幼児が用紙シュレ

ッダーで誤って指を切断する事故

が相次いで発生しています。安全

管理には十分に留意してください。�

注意点�

① シュレッダーは幼児の手の届か

　 ないところに設置し、大人の真

　 似をしないよう、使用している

　 姿を幼児に見せないようにしま

　 しょう�

② 万一の場合、事故を防ぐために

　 使用後は必ず電源を切る習慣を

　 つけましょう。�

　改修対象製品をご使用の場合は、

メーカーにより無償交換または安

全加工等が施されます。くわしく

は消費生活センターにお尋ねくだ

さい。�

 お問い合わせ先�

　鳥取県生活環境部消費生活センター�

　　℡ 34-2765
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　自賠責保険・共済は、万一の自

動車事故の際の基本的な対人賠償

を目的として、原動機付自転車を

含む全ての自動車保有者に、自動

車１台ごとに加入が義務付けられ

ています。�

　特に車検制度のない250cc以下

のバイク（原動機付自転車・軽二

輪自動車）は有効期限切れ、かけ

忘れにご注意ください。�

　交通事故により死者数は年々減

少傾向にあるものの、事故発生件

数は６年連続で90万件、負傷者数

は７年連続で100万人を超えてい

ます。（平成17年末）�

　交通事故は被害者にとっても加

害者にとっても悲惨な結果をもた

らすものです。自賠責保険・共済

を十分にご理解ください。�

　なお、自賠責制度の詳しい内容

は、http://www.jibai.jpでご覧にな

れます。�
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源泉徴収義務者の方を対象に平成18

年分の年末調整説明会を行います。�

日時　11月21日（火）�

　　　午後1時30分～3時30分�

会場　米子コンベンションセンター�

対象　米子市・南部町･伯耆町・日

　　　吉津村内の徴収義務者�

 お問い合わせ先�

　米子税務署法人課税第一部門�

　　℡ 0859-32-4121（内線243）�

�

�

募集区分　自衛隊生徒�

受験資格　中学卒業（見込含）の

　　　　　17歳未満の男子�

受付期間　平成18年11月１日から�

　　　　　平成19年１月９日まで�

一次試験　平成19年１月13日�

�

 お問い合わせ先�

　自衛隊鳥取地方協力本部�

　　℡ 0859－33－2440

�������������

　
時
に
文
化
か
ら
文
政
元
年
に
変
わ
る
こ

ろ
、
秋
の
大
例
祭
に
合
わ
せ
て
賀
茂
大
明
神

の
御
影
石
を
加
工
し
た
鳥
居
の
運
搬
が
始
ま

り
ま
し
た
。�

　
石
工
棟
梁
の
瀧
山
文
三
郎
か
ら
、「
表
参
道

か
ら
狭
い
間
道
ま
で
、
大
鳥
居
の
半
分
を
二

人
で
差
し
も
ち
で
担
ぐ
の
で
、
氏
子
の
中
か

ら
強
力
を
ひ
と
り
呼
ん
で
く
れ
。」
と
の
要
請

が
、
氏
子
総
代
や
神
主
に
あ
り
ま
し
た
。
文

三
郎
の
愛
弟
子
で
渡
り
石
工
の
比
田
の
鎌
蔵

が
一
方
の
担
ぎ
手
を
勤
め
る
の
で
す
が
、
鎌

蔵
は
気
が
荒
く
、
口
達
者
な
若
者
だ
っ
た
た

め
、
相
棒
探
し
に
、
神
主
、
総
代
は
苦
心
し

ま
し
た
。
担
ぎ
手
に
選
ば
れ
た
の
は
、
阿
賀

の
徳
兵
衛
の
婿
養
子
で
屈
強
の
若
者
、
力
雄

で
し
た
。
総
代
の
頼
み
に
、
力
雄
は
ふ
た
つ

返
事
で
軽
く
引
き
受
け
た
も
の
の
、
力
自
慢

の
鎌
蔵
が
相
手
で
は
と
新
妻
の
お
と
よ
も
神

主
も
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。�

　
「
こ
ん
な
若
造
で
道
中
つ
と
ま
る
か
ね

ぇ
、
御
影
石
の
半
分
と
い
っ
て
も
、
大
鳥
居

上
段
の
冠
の
左
半
分
だ
ぜ
。」
鎌
蔵
は
高
慢
な

態
度
で
力
雄
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
二
人
は
歩
き
出
し
ま
し
た
。
法
勝
寺
宿
一

里
塚
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
二
人
は
休

憩
に
入
り
ま
し
た
。「
腰
を
降
ろ
す
の
も
面
倒

だ
、
ど
う
で
ぇ
立
っ
た
ま
ん
ま
で
一
服
と
い

こ
う
か
」
と
鎌
蔵
が
言
い
、
二
人
は
鳥
居
を

担
い
で
立
っ
た
ま
ま
生
き
杖
を
立
て
、
銀
煙

管
を
く
わ
え
て
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
宿
場
の
客
は
、
「
ほ

う
、
す
げ
え
力
も
ち
だ
な
」
と
二
人
に
喝
采

を
浴
び
せ
ま
し
た
。�

　
喝
采
に
力
を
得
た
二
人
は
、
法
勝
寺
宿
を

後
に
し
て
氏
子
の
待
つ
賀
茂
神
社
に
着
き
ま

し
た
。「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
鳥
居
石
冠
を
下

ろ
す
と
、
二
人
は
や
ん
や
の
賞
賛
を
浴
び
ま

し
た
。「
お
い
、
力
ど
ん
！
な
ん
と
お
ま
え
さ

ん
、
い
い
力
を
持
っ
て
い
る
な
」
と
初
め
て

に
っ
こ
り
笑
っ
て
鎌
蔵
が
力
雄
を
ほ
め
れ
ば
、

「
い
や
い
や
、
さ
す
が
石
屋
の
鎌
蔵
さ
ん
の

力
に
は
感
心
し
ま
し
た
」
と
鎌
蔵
を
ほ
め
返

し
、
二
人
は
石
段
に
腰
を
降
ろ
し
て
一
服
し

ま
し
た
。�

　
さ
て
、
こ
の
時
力
雄
の
使
っ
た
銀
煙
管
に

は
ま
っ
た
く
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
鎌
蔵
の
銀
煙
管
に
は
新
し
い
歯
形
が
ち

ぎ
れ
ん
ば
か
り
に
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
二
人
の
銀
煙
管
が
力
く
ら
べ
の
決
着

を
物
語
る
と
い
う
も
の
で
す
。�

お
し
ま
い�

賀茂の銀煙管�
南部町の民話  ８�

絵：野口宣友�


